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第36回北海道医療大学歯学会総会記録

1）庶務報告
� 会員数 � 役員
会員数 753名 常任理事 8名
準会員 8名 理 事 27名
賛助会員 12名 監 事 2名
臨時会員 11名 評 議 員 65名
名誉会員 20名

804名

⑶ 会務報告
平成29年
第1回理事会 平成29年1月25日㈬特別講演会①が承認された．
第2回理事会 平成29年2月8日㈬
報告事項 庶務報告 編集報告 企画報告 その他（研究奨励金）について
審議事項 平成28年決算報告と平成29年予算（案）について

利益相反について その他
第3回学術大会担当講座
生体機能・病態学系 臨床口腔病理学分野（安彦 善裕 教授）

第3回理事会 報告事項 平成28年度優秀論文賞候補及び名誉会員について．
第4回理事会 平成29年3月8日㈬特別講演会②が承認された．

平成29年4月12日㈬，4月13日㈭特別講演③の承諾を個別に頂いた．
第5回理事会 平成29年7月10日�特別講演会④が承認された．
第6回理事会 平成29年7月26日㈬特別講演会⑤が承認された．
第7回理事会 平成29年8月23日㈬特別講演会⑥が承認された．
第8回理事会 平成29年9月13日㈬特別講演⑦，⑧が承認された．
第9回理事会 平成29年10月25日㈬研究奨励金募集要項，第36回学術大会の日時について報告

2）編集報告
北海道医療大学歯学雑誌（36巻1号）
総説1編 原著2編 症例報告1編 ミニレビュー1編 最近のトピックス1編
学会記録（本文74頁）

北海道医療大学歯学雑誌（36巻2号）
総説1編 原著1編 ミニレビュー1編 実験プロトコール1編 最近のトピックス2編（本文132頁）

3）企画報告
第35回学術大会

日 時：平成29年3月4日（土曜日）
場 所：北海道医療大学札幌サテライトキャンパス
担当講座：生体機能・病態学系臨床口腔病理学分野

定例講演会
平成29年第35回学術大会と併催

会 務 報 告
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演題名：“開拓史で麦酒を創った男”～中川清兵衛伝～
講 師：端田 晶先生 エビスビール記念館館長

＜特別講演＞
①平成29年2月13日㈪14日㈫ 担当講座 う蝕制御治療学分野
演題名：「Endodontic Theraphy –Current Concepts and Treatment」
演 者：Dr. Satish Alapati University of Illinois at Chicago

②平成29年3月27日㈪ 担当講座 薬理学分野
演題名：「管状臓器の管腔維持，形成におけるCdc42の役割」
演 者：設楽 彰子先生 Laboratory of Cell and Modecular Biology, CCR, NCI, NIH

③平成29年4月13日㈭ 担当講座 臨床口腔病理学分野
演題名：「ハバロフスク地方（ロシア）の歯科治療の現状について」
演 者：1）ナターリア・ストレルニコヴァ先生 極東国立総合医科大学 微生物学部准教授

2）エレーナ・スタロヴォイトヴァ先生 極東国立総合医科大学 小児歯学部助手

④平成29年7月24日㈪ 担当講座 臨床口腔病理学分野
演題名：1）“The influence of dexamethasone and a nanoparticle calcium on teeth and mandibular and bio-

chemical bone metabolism markers”

2）“The Medical University of Lubin：where talent and passion for excellence meet”

演 者：1）Barbara Tymczyna（ルブリン医科大学歯学部長 保存修復学・歯内療法学教授）
2）Izabera Witkowska（ルブリン医科大学国際交流担当部長）

⑤平成29年8月24日㈭ 担当講座 組織学分野
演題名：「Mineral Trioxide Aggregate（MTA）の生物的特性と直接覆髄後の修復象牙質形成」
演 者：吉羽 邦彦先生 新潟大学大学院医歯学総合研究科 口腔生命科学専攻

口腔健康科学講座 う蝕学分野 准教授

⑥平成29年8月25日㈮ 担当講座 う蝕制御治療学分野
演題名：The occurrence of an optical phenomenon “the butterfly effect” in mandibular first premolars

演 者：Nisha Acharya先生
Assistant Professor and Head of Department of Consevative Dentistry and Endodontics.

Dhulikhel Hospital, Kathmandu University

⑦平成29年9月21日㈭ 担当講座 生理学分野
演題名：「サーカディアンリズムを考慮した口腔疾患予防」
演 者：西出 真也先生 北海道医療大学リハビリテーション科学部

作業療法科・大学教育開発センター生物学（併任）

⑧平成29年9月26日㈫ 担当講座 臨床口腔病理学分野
演題名：“Role of dentists in the care of children with special need in Mongolia：Path from cleft lip and palate

speech therapy to audio verbal therapy”

演 者：Dr. Ariuntuul Garidkhuu

⑷ 利益相反（COI）歯学雑誌37巻2号より施行
投稿規程参照
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⑸ その他
＜研究奨励金＞
・口腔機能修復・再建学系クラウンブリッジ・インプラント補綴学分野 山口 摂嵩
研究テーマ：職業性ストレスが口腔機能に与える影響に関する研究

＜論文賞＞
最優秀論文賞（1編）
川西 克弥 口腔機能修復・再建学系 咬合再建補綴学分野
・部分床義歯補綴学基礎実習の小テストで抽出した3つの自己評価領域の比較
～形成的評価と総括的評価との関連性～

優秀論文賞（2編）
笹本 洋平 口腔機能修復・再建学系 クラウンブリッジ・インプラント補綴学分野
・インプラント用として開発したフィチン酸含有試作セメントが口腔内細菌と歯周組織由来細胞へ与える影響の検
討

河合 拓郎 医療法人清雅会 シバタ歯科
・下顎大臼歯の抜髄時に施行する頬側浸潤麻酔未奏効患者の臨床的検証

＜名誉会員推薦＞ 中澤 太
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本年度の帳簿等関連諸表調査の結果，決算報告に誤りのないこと
を認めます．

平成 年 月 日
会計監事
会計監事

収 入 の 部
科 目 本 年 予 算 額 本 年 決 算 額 執行率

①会費等収入 3，601，000 3，789，136 105％
正会員
本年納入分 2，650，000 2，824，136 107％

（530名×5，000円）（565名×5，000円）
滞納分 500，000 425，000 85％

（100件×5，000円）（85件×5，000円）
準会員
本年納入分 15，000 21，000 140％

（5名×3，000円）新会員2名含む（7名×3，000円）
賛助会員 330，000 330，000 100％
本年納入分 （11名×30，000円）（11名×30，000円）
滞納分 30，000

（1名×30，000円）
新規会員
新卒 25，000 15，000 60％

（5名×5，000円） （3名×5，000円）
新規会員
その他 50，000 75，000 150％

（10名×5，000円）（15名×5，000円）
新規会員
臨時 25，000 45，000 180％

（5名×5，000円）11名（6名×5，000円・5名×3，000円）
入会金 6，000 24，000 400％

（2名×3，000円） （8名×3，000円）
②事業収入 240，000 222，900 93％

広告 240，000 217，500 91％
別刷り料 5，400
掲載料

③雑収入 512，500 813，024 159％
利息 2，500 740 30％
その他 510，000 812，284 159％

当期収入A 4，353，500 4，825，060 111％
前期繰越金B 10，692，289 10，692，289
収入合計 15，045，789 15，517，349
（Ｃ）＝（Ａ＋Ｂ）

支 出 の 部
科 目 本 年 予 算 額 本 年 決 算 額 執行率
①学術大会及び定例講演会 610，000 519，609 85％

開催費等 300，000 234，185 78％
印刷費 110，000 91，044 83％
宿泊費 20，000 12，000 60％
旅費 80，000 82，380 103％
謝礼 100，000 100，000 100％

②特別講演会補助 300，000 240，000 80％
③雑誌発行費 2，610，000 2，070，851 79％

印刷費 2，300，000 1，910，385 83％
発送費 180，000 125，366 70％
査読費 100，000 30，000 30％
英文添削費 30，000 5，100 17％
論文賞費（最優秀・優秀） 0 0

④事務費 1，590，000 1，301，129 82％
事務委託費 1，080，000 989，300 92％
事務印刷費 10，000 2，740 27％
事務通信費 250，000 177，049 71％
事務用品費 250，000 132，040 53％

⑤備品費
⑥研究奨励金 0 0
⑦デンタルトピックス補助 300，000 0
⑧会議費 15，000 14，400 96％
⑨予備費 100，000 21，600 22％
⑩諸雑費 60，000 61，080 102％
⑪日本歯学系学会年会費 50，000 50，000 100％
当期支出合計� 5，635，000 4，278，669 76％
当期支出差額�

（Ａ－Ｄ） －1，281，500 546，391
次期繰越金�

（Ｂ＋Ｅ） 9，410，789 11，238，680
総支出 （Ｈ＋Ｄ） 15，045，789 15，517，349

収 入 の 部
科 目 本 年 予 算 額 本 年 決 算 額

①新規預かり金 100，000 125，000
新入会員
2018年会費 50，000 70，000

（10名×5，000円）（14名×5，000円）
2019年会費 50，000 55，000

（10名×5，000円）（11名×5，000円）
②前年度までの預かり金 205，000 215，000
2017年会費分 90，000 90，000

18名×5，000円 18名×5，000円
（2015年預） （2015年預）

55，000 55，000
11名×5，000円 11名×5，000円
（2016年預） （2016年預）

2018年会費分 40，000 40，000
8名×5，000円 8名×5，000円
（2016年預） （2016年預）

その他3年以上預かり金 20，000 20，000
2017年～2020年会費4年×1名×5，000円4年×1名×5，000円

（2011年預） （2011年預）
2020年会費（2017年頃） 10，000

2名×5，000円
（2017年預）

③収入合計＝①＋② 305，000 340，000

支 出 の 部
科 目 本 年 予 算 額 本 年 決 算 額

2017年会費 150，000 150，000
90，000 90，000

18名×5，000円 18名×5，000円
（2015年預） （2015年預）

55，000 55，000
11名×5，000円 11名×5，000円
（2016年預） （2016年預）

5，000 5，000
1名×5，000円 1名×5，000円
（2011年預） （2011年預）

④支出小計 200，000 150，000
次期預かり金

⑤＝③－④ 105，000 190，000
支出合計 ④＋⑤ 305，000 340，000

会計報告
北海道医療大学歯学会 平成29年（2017年）決算（平成29年1月1日～平成29年12月31日）

北海道医療大学歯学会 平成29年（2017年）預かり金会計 決算（平成29年1月1日～平成29年12月31日）

次期繰越金
一般会計繰越金（H）＋預かり金⑤
11，238，680円＋190，000円＝11，428，680円

資産目録
現金 114，767円
北海道銀行（普通預金） 2，780，009円
北海道銀行（定期預金） 5，500，000円
北洋銀行（定期預金） 3，028，984円
郵貯振替口座残金 4，920円
合計 11，428，680円
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収 入 の 部
科 目 前 年 予 算 額 本 年 予 算 額

①会費等収入 3，601，000 3，531，000
正会員 2，650，000 2，650，000
本年納入分 （530名×5，000円）（530名×5，000円）

滞納分 500，000 400，000
（100件×5，000円）（80件×5，000円）

準会員
本年納入分 15，000 15，000

（5名×3，000円） （5名×3，000円）
滞納分

賛助会員
本年納入分 330，000 360，000

（11名×30，000円）（12名×30，000円）
滞納分

新規会員
新卒 25，000 25，000

（5名×5，000円） （5名×5，000円）
新規会員
その他 50，000 50，000

（10名×5，000円）（10名×5，000円）
新規会員
臨時 25，000 25，000

（5名×5，000円） （5名×5，000円）
入会金 6，000 6，000

（2名×3，000円） （2名×3，000円）
②事業収入 240，000 220，000

広告 240，000 220，000
別刷り料
掲載料

③雑収入 512，500 1，592，236
利息 2，500 1，000
その他 510，000 1，591，236

当期収入A 4，353，500 5，343，236
前期繰越金B 10，692，289 11，238，680
収入合計 15，045，789 16，581，916
（Ｃ）＝（Ａ＋Ｂ）

支 出 の 部
科 目 前 年 予 算 額 本 年 予 算 額
①学術大会及び定例講演会 610，000 610，000

開催費等 300，000 300，000
印刷費 110，000 110，000
宿泊費 20，000 20，000
旅費 80，000 80，000
謝礼 100，000 100，000

②特別講演会補助 300，000 300，000
③雑誌発行費 2，610，000 2，830，000

印刷費 2，300，000 2，300，000
発送費 180，000 200，000
査読費 100，000 100，000
英文添削費 30，000 30，000
論文賞費（最優秀・優秀） 0 200，000

④事務費 1，590，000 1，760，000
事務委託費 1，080，000 1，300，000
事務印刷費 10，000 10，000
事務通信費 250，000 250，000
事務用品費 250，000 200，000

⑤備品費 50，000
⑥研究奨励金 0 500，000
⑦デンタルトピックス補助 300，000 0
⑧会議費 15，000 15，000
⑨予備費 100，000 100，000
⑩諸雑費 60，000 50，000
⑪日本歯学系学会年会費 50，000 50，000
当期支出合計� 5，635，000 6，265，000
当期支出差額�

（Ａ－Ｄ） －1，281，500 －921，764
次期繰越金�

（Ｂ＋Ｅ） 9，410，789 10，316，916
総支出 （Ｈ＋Ｄ） 15，045，789 16，581，916

収 入 の 部
科 目 前 年 予 算 額 本 年 予 算 額

①新規預かり金 100，000 100，000
新入会員
2019年会費 50，000 50，000

（10名×5，000円）（10名×5，000円）
2020年会費 50，000 50，000

（10名×5，000円）（10名×5，000円）
②前年度までの預かり金 205，000 190，000
2018年会費分 90，000 40，000

18名×5，000円 8名×5，000円
（2015年預） （2016年預）

55，000 70，000
11名×5，000円 14名×5，000円
（2016年預） （2017年預）

2019年会費分 40，000 55，000
8名×5，000円 11名×5，000円
（2016年預） （2017年預）

その他3年以上預かり金 20，000 15，000
2018年～2020年会費4年×1名×5，000円3年×1名×5，000円

（2011年預） （2011年預）
2020年会費（2017年預） 10，000

2名×5，000円
（2017年預）

③収入合計＝①＋② 305，000 290，000

支 出 の 部
科 目 前 年 予 算 額 本 年 予 算 額

2018年会費 115，000
40，000

8名×5，000円
（2016年預）

70，000
14名×5，000円
（2017年預）

5，000
1名×5，000円
（2011年預）

④支出合計 200，000 115，000
次期預かり金

⑤＝③－④ 105，000 175，000
支出合計 ④＋⑤ 305，000 290，000

北海道医療大学歯学会 平成30年（2018年）予算（案）（平成30年1月1日～平成30年12月31日）

北海道医療大学歯学会 平成30年（2018年）預かり金会計 予算（案）（平成30年1月1日～平成30年12月31日）
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